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論文内容の要旨 
【背景と目的】脂肪性肝疾患(Fatty liver disease; FLD)はアルコール摂取量により非アルコール
性、アルコール性に大別されるものの, その中間群においてアルコール摂取量がどの程度肝発癌
に影響与えているか, いまだ明らかではない. 今回,FLD からの肝発癌にアルコール摂取が与える
影響を明らかにすることを目的に検討を行った. 
【対象・方法】1997 年 1 月より 2011 年 12 月までに当院肝臓センター, 健康管理センター及び埼
玉医科大学 消化器・肝臓内科にて腹部 US にて脂肪肝と診断された, 9959 例を対象とした. 内訳
はエタノール摂取量 20g/日未満の非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD) 6671 例及び,摂取量
20g/日以上-40g/日未満の低中間群(low-intermediate ethanol intake with FLD group; LIEI w 
FLD) 753 例, 摂取量 40g/日以上-70g/日未満の高中間群(high-intermediate ethanol intake with 
FLD group; HIEI w FDL) 1589 例, 摂取量 70g/日以上のアルコール性脂肪性肝疾患(AFLD) 946
例を対象に脂肪性肝疾患の肝発癌に与える影響及び、発癌リスクファクターにつき Retrospective
に検討. 
【成績】観察期間の中央値は 5.4 年. 経過中に肝発癌を呈した症例は 49 症例(0.49%)であった. 
FLD からの年率肝発癌率はエタノール摂取量 <20g/日で 0.05%, <20g/日と比較して, 20g/日以上
-40g/日未満の低中間群(low-intermediate ethanol intake with FLD group) で 0.06% (hazard 
ratio [HR] 1.54, 95% confidence interval [CI] 0.34-7.04); 40g/日以上-70g/日未満の高中間群
(high-intermediate ethanol intake with FLD group) で 0.16% (HR 3.49, 95%CI 1.50-8.12); 
70g/日以上のアルコール性脂肪性肝疾患(AFLD)で 0.22% (HR 10.58, 95%CI 5.06-22.13)であっ
た. 
【結語】エタノール摂取量は FLD 症例において 40g/日以上から肝発癌に促進的に働く. 
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